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南沢獅⼦舞パートⅡ 多聞寺にて

今晩は！

パートⅡは１０⽉１１⽇夜多聞寺での獅

⼦舞の様⼦をお届けいたします。

毎回新しい発⾒があって楽しませてもらいまし

た。まずは⾊彩も形も垢抜けていて「わぁ綺

麗！へー珍しい！」と⽬を⾒張り、内容が分

かってくるにつれ⾯⽩さがまし、これだけ沢⼭

の演⽬がちゃ〜んと構成されていることに感

⼼。今この記事を書いていると、昔の⼈の獅

⼦舞への想いが伝わってくるようで、「どんな⼈

達が江⼾時代にここまでのものを作ったのか

なぁ」など想像せずに⼊られません。

次回、獅⼦舞をご覧になられたとき多少なり

ともご参考になれば幸せです。

『⼀回⾒るも良し、三回⾒るも⼜良し。』

春ちゃん

すっかり⽇も暮れてきました。

多聞寺の境内は、獅⼦舞の始まりを

待つ⼈達でいっぱい。

笛の⾳が流れてくると間もなく⼭⾨の

あたりにポッと提灯のあかりが浮かび、

暗いなか祭の⾏列がこちらへと向かっ

てきました。

いよいよ南沢獅⼦舞の幕開けです

⾼張提灯、幟などが次々と⼭⾨をくぐ

ってきました。

写真提供：りきムーナ

花笠の陰から⼭の神の御幣が⾒えま

した。

写真提供：りきムーナ

まずは『⼭の神』による踊りこみです。

笛の曲も『踊り込み』になります。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

次にご覧いただきますのは⽩抜き枡

形紋の印半纏にピンクの襷とおしゃれ

でイナセな⽕消し姿の『太⼑つかい』

でございま〜す。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

「ヤァーッ」「ヤァーッ」と勇ましい声を掛

けながら打ち合いをします。

打ち合い切り結び、ついに⼀⽅が追

い詰められた、ヤバイ！

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

とそこに仲裁に⼊るのが世流布。市

川団⼗郎のお家芸、歌舞伎⼗⼋番

「暫（シバラク）」を模したと聞けば

納得。ご覧の通りの歌舞伎調。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

いでたちも華やかに登場し「しばらく、

しばらく、東⻄・・・」の声が舞庭中に

響きます。昔のままの⾔葉・独特の節

回での褒詞の⼝上が述べられます。

写真提供：りきムーナ

世流布の後「ピーッ」と笛が吹き上げ

られ『おかめ』さんの登場です。右⼿に

神楽鈴、左⼿に開扇を下げてそろり

そろりと進んできました。孕み⼥＝お

めでたの⼥性を表現してるそうです！

そして『ひょっとこ』ができました。この

『ひょっとこ』の⾯がとってもユーモラスで

可愛いいんです。

写真提供：りきムーナ

着物の裾を尻はしょりして菅笠と擂粉

⽊を背負った『ひょっとこ』が『おかめさ

ん』のご機嫌をさかんにとっているよう

でした。

写真提供：りきムーナ

『⾬降って地固まる』。

最後は⾒つめあい笛の⾳に合わせて

踊り⼆⼈仲良く退場です。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

「ハイオイ」の笛がなると雌獅⼦の先

導役である『⼭の神』がとび出してきま

した。般若のような⾯、頭にはシャグ

マ、左右の⼿には幣束とはねうちわ

（軍配）を持った⼭の神は⼀本⾜

でピョンピョン跳び⾜をしながら雌獅⼦

の頭の上をお祓いして退場です。

写真提供：りきムーナ

⿊の⽔引幕で頭を隠した中獅⼦が

出てきました。

正⾯まで来ると⽔引幕を下ろし獅⼦

の頭を⾒せます。 

再度⽔引幕の裾を持ち上げ上体を

⼤きく回し除々に腰を落としていきま

す。腰を屈めて体をくねらせて後退さ

る動作をシャリというそうです。⿓が体

をくねらせているかのようにも⾒えまし

た。

⼤獅⼦も出てきて、三頭での舞いに

なります。 この時の笛は「歌笛」だそ

うです。

写真提供：りきムーナ

笛が⽌み、替わりに歌われる『南沢

獅⼦舞い歌』に合わせ獅⼦達は太

⿎の縁をコツコツと叩きます。

写真提供：りきムーナ

雄獅⼦同⼠のけんかが始まりました。

⼆頭は太⿎を鳴らしながら囲いに沿

って廻ります。

間近に迫る獅⼦の迫⼒に、観客席

の⼦どもたちは思わず後退り！

この間に雌獅⼦は引っ込んでしまい

出てきません。

写真提供：りきムーナ

花笠の陰にいた雌獅⼦を呼び戻し⼆

頭が向かい合わせで踊ります。嬉しそ

うな雄獅⼦（中獅⼦）にご注

⽬！！

写真提供：りきムーナ

「コラッ！ちょっと待て！⻘⼆才」。⼤

獅⼦が⼆頭の間に⼊ってきました。

写真提供：りきムーナ

「絶世の美⼥を渡してなるか！！」と

再び雌獅⼦の奪い合いです。 

恋の勝者は⼤獅⼦だったようです。

⼤獅⼦はゆったり堂々と雌獅⼦は控

えめに⼆頭仲良く踊ります。

写真提供：りきムーナ

「ここで諦めては男がすたる。」

雌獅⼦を取り返そうと激しい奪い合

いが始まりました。「何？写真が⾒え

ない？！」って。そう、そうなんです。

暗いなか⼆頭がぐるぐるとぶつかり合

い、⾦⾊の⾓や⻭がギラリギラリと光

るばかり！

演⽬は概してゆっくりしたテンポでした

が、この闘いの場⾯は激しい動きで

迫⼒満点、その様⼦をお伝えしたい

のですが、とても春ちゃんの⼿に負えま

せんでした。ご容赦を。

笛の⾳がヒャーヒャーと変わりました。

雄獅⼦のけんかもどうやら収まったよう

で花笠の周りを三頭で回ります。

写真提供：りきムーナ

仲良く三頭ならんで本堂に向かって

礼をして退場。

最後は万歳です。

ご覧の通りの太夫と才蔵、ポンポンと

⼩⿎を打ちながら⼤峯⼊りの修験者

が背負う笈の中⾝を数え上げる掛け

合い万歳です。万歳を継承している

所が少ない上、獅⼦舞と結びついて

奉納されているのは他には無いとのこ

と。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

とは⾔え内容は堅苦しいものではあり

ません。

まっ、こんな⾵です。

⽻織姿の太夫が「四番⽬の笈には

⼼経（しんきょう）を⼊れてある」と

謡います。

すると尻ぱしょりの才蔵が「新粉（し

んこ）が七つ⼩⾖餅九つ⼊れてあ

る」と返します。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

そこで太夫が「ヤイたわけ者！！⼼経

（シンキョウ）だ。」と扇で才蔵のおで

こを叩きます。それでも「しんこさ」と⾔

い張る才蔵。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

いくら⼼経だと教えても「しんこ、しん

こ」と⾔いつのり「そうだ太夫殿これに

ついては話がござる。」と話しをとんだ

脇道へ持っていってしまいます。あれこ

れ講釈たれながらも「それは⼜なん

だ」と話しに乗ってしまう太夫。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

そして⼜「ヤイたわけ者！」。

こんな感じで滑稽な掛け合いが続き

ます。⼀番から⼗番まであるので相当

な⻑さです。昔の⾔葉で語られるので

内容をあまり理解できないのに、なぜ

かおかしくて会場中笑いがいっぱいの

うちに今年の獅⼦舞も幕を下ろしまし

た。

写真提供：東久留⽶市郷⼟資料室

今回の獅⼦舞の責任者『南沢獅⼦

舞連』代表⻄川和男⽒からご挨拶

がありました。

後⽇談ですが、『本来は五穀豊穣、

悪疫退散を祈願する神事であるが

今は⽂化の継承という⾊合いが強く

なってきている。⾃分達は先祖が守っ

てきた獅⼦舞を受け継ぎ⼦孫へと伝

えなければとの思いがある。

「時代と共に伝統も変わっていく所も

ありますが皆で協⼒してやっていま

す」』とのことでした。

写真提供：りきムーナ

百⼈を超す⽅々の協⼒があるからこ

そ、これだけの獅⼦舞ができるわけ

で、このような⽅々に守られてきた『南

沢獅⼦舞』を堪能させていただき感

謝感謝です。

⼜ひとつ東久留⽶の宝に出会うこと

ができました。

写真提供頂きました『りきムーナさ

ま』・『東久留⽶市郷⼟資料室⼭崎

さま』、取材にご協⼒頂きました『南

沢獅⼦舞連の皆様』ありがとうござい

ました。

上記記事中使⽤されている東久留

⽶市郷⼟資料室提供の写真につき

ましては無断転⽤をお断りします。

前の画⾯へ戻る ▲ページトップ

｜利⽤規約｜免責事項｜著作権について｜個⼈情報について｜お問合せ｜ Copyright©Higashikurume City All rights reserved.


